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て検討した結果をまとめたものであり 緒言本文 6 章および結論からなっているO
緒言では，本研究の背景目的及びその内容についての概略を述べているO
第 1 章では，アザクラウン環内窒素原子上に電子供与性側鎖をもっN- ピボットラリアートエーテル
を合成し，バルク液膜系でのアルカリ金属イオン輸送について検討している。合成した化合物の中でも特に
14- クラウン環をもっラリアートエーテルが高いリチウムイオン選択的輸送能をもつことを見いだしている O
第 2 章では， 12から 14員環のクラウン環内炭素原子上に電子供与性側鎖をもっ c- ピボットラリアー
トエーテルを合成し塩化メチレンー水系でのアルカリ金属塩抽出について検討しているO 側鎖の二次
的な配位効果により これらのラリアートエーテルが側鎖をもたないクラウンエーテルよりも高いリチ
ウムイオン選択的抽出能をもつこと 中でも 13- クラウン環とキノリニルオキシ側鎖をもつものが特に
優れた抽出能をもつことを見いだしているO































(4) 分子両末端に剛直な配位部位 (8 キノリニルオキシ， 2- メトキシカルボニル ( 8 ーキノリニ
ルオキシ))をもっ非環状ホスト化合物を合成しその錯形成能と錯体構造について検討している。そ
の結果，カリウムイオンに対する抽出能力が特定の鎖長の時極大値をもつことを見いだしている O さらに
錯体の構造についてはフ。ロトン核磁気共鳴分光光度計を用いた解析により，錯形成時のホスト末端芳香環
聞のスタッキングによる構造の安定化が，ホストの錯形成能の増大に寄与していることを示唆している O
以上のように，本論文は種々の環状あるいは非環状のポリエーテル型ホスト化合物を新たに合成し，
アルカリ金属イオンあるいはアルカリ土類金属イオンに対する錯形成能について有用な知見を与えたも
ので，学術的にも工業的応用をはかるうえでも資するところが大きい。よって，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める O
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